
「悲しい」から「泣いている」
と思ったら大間違い？！

「悲しい音声を聞く（外から刺激を受ける）」から→「泣く
（情動）」そして→「悲しい」という感情が最後に反応する 
のだそう！（絵：左）。

「見る」についても「見る（外からの刺激）→まねる→似て
しまう」。私たちは日頃から驚くほど無意識のうちに他者か
らの刺激を受けているんですね。

とすると例えば、仕事のデキル先輩のそばで働くのと、そう
でないのとでは成長が違ってくる？！ 例えば「なんとなく
つまらないな」といった感情を抱かせる刺激が、じつは日常
の職場や人間関係に潜んでいる…ともいえる？！

ならば、それを逆手にとって、聞かせる音や見せるものなど
外からの刺激を意図的に操作すると、 楽しい感情にも悲し
い感情にもヒトの行動や感情を操作できるとも言えるんで
しょうか（絵：右上）。例えば、職場でハッピーで前向きな
言葉を語りかけると部下は元気になるとか？！

組織活性もこれを使えば意外にお金をかけずにすぐに効果を
出せるかも？！　外からの刺激を操作を上手に操作して、
もっと楽しい感情を抱ける職場づくりや人間関係を構築でき
たらいいですね。
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